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鉄道人物伝
日本の鉄道の発展に貢献した人物
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 ▊鉄道電化に取り組む
　吉原は1915（大正4）年に中部鉄道
管理局工作課勤務となったのち，新橋
電気事務所長となって東京近郊の電力
設備を管理し，1917（大正6）年には
再び本院に戻って監督局監理課勤務を
経て監督局技術課勤務となりました。
1919（大正8）年7月，石炭節約のため
に水力発電による鉄道電化を進める方
針が閣議決定され，これを受けて鉄道
院では電化調査委員会（委員長は鉄道
院技監の杉浦宗三郎）を設置し，吉原
も委員に任命されて鉄道電化計画の立
案にあたることとなりました。さらに，
1920（大正9）年には鉄道省大臣官房
臨時水力電気課兼務となり，水力発電
所の設置計画にも携わりました。
　こうして吉原は，鉄道省の電化計画
の枢要を掌握する立場となり，1921
（大正10）年の電気局創設と同時に電
気局電力課長に就任しました。電化調
査委員会は，1922（大正11）年に東海
道本線東京～神戸間の電化計画をまと
め，東京付近電気運転設備改良計画
委員会，東海道線電気運転実施準備
臨時委員会を設置し，吉原は両委員
会の委員として具体化を推進しました。
1923（大正12）年には電気局長に就任
して鉄道省の電気分野のトップとなり
ました。前任の電気局長は鉄道次官で
土木技術者の石丸重美が，電気局創設
時に「電気局長心得」として兼任して
いたので，電気技術者で電気局長の職
に就いたのは吉原が初でした。
　東海道本線の電化計画は，1923（大
正12）年を初年度として，1929（昭和4）

ヨーロッパへ渡り，イギリス，ドイツ，フラ
ンス，スイスなどをめぐって電気事業の見
聞を広め，1907（明治40）年に帰朝して
関西鉄道に入社し，技士となりました。
　そのひと月後に関西鉄道は国有化さ
れたため（入社は国有化を前提として
いたと推察されます），帝国鉄道庁湊

みなと

町営業事務所電気係主任となりました。
1908（明治41）年3月には帝国鉄道庁
新橋営業事務所勤務となり，帝国鉄道
庁技師に昇進しました。
　同年12月の鉄道院発足にともなって，
中部鉄道管理局電気課勤務となり，さら
に東部鉄道管理局電気課も兼務しまし
た。1909（明治42）年12月には山手線
の電気運転が開始され，吉原は試乗会
を行うなどしてそのPRに努めました。
1912（大正元）年には，中部鉄道管理局
京浜山手電気工事掛

かかり

主任となり，翌年5
月には本院の技術部勤務となりました。
　この時期に吉原が手がけた京浜線の
電化は，当時としては高圧の直流1200V，
架空単線式のシンプルカテナリーまたは
コンパウンドカテナリー架線，総括制御
方式の2軸ボギー電車を採用するなど，
従来の電気鉄道とは一線を画す最新鋭
の都市交通機関でした。しかし，京浜線
は1914（大正3）年に東京駅の開業と
同時に開通したものの，アメリカから輸
入したローラー式パンタグラフの不具合
などのトラブルが頻発したため，ほどなく
運休してしまいました。京浜線は補修の
うえ，翌年5月に運転を再開しましたが，
このできごとによって電気鉄道に対する
経験不足を露呈することとなり，その後
の鉄道電化の大きな教訓となりました。

 ▊海外経験を経て鉄道へ
　吉
よしはら

原重
しげなり

成は，吉原重俊の長男として，
1880（明治13）年10月15日に生まれま
した。父・重俊は薩

さつま

摩藩士で，アメリカの
イェール大学に留学して日本人最初の同
校卒業生となり，帰国後は外務省に出仕
したのち，大蔵省に転じ，大蔵省関税局長，
大蔵少

しょう

輔を経て，1882（明治15）年に初代
の日本銀行総裁に就任した人物でした。
　重成は，東京帝国大学工科大学電気
工学科へ進学し，同期の小宮次郎（卒業
後，伊

い な

那電車軌道，土佐電気鉄道を経て
鉄道院に入庁し，のちに東京急行電鉄社
長）とともに東京市街鉄道深川発電所で
現場実習を行いました。同校を1905（明
治38）年7月に卒業し，ただちに渡米し
てニューヨーク州のゼネラル・エレクトリッ
ク社に入社して技術員となりました。翌年
には，農商務省の海外実業練習生となっ

鉄道電化への情熱
吉原重成

吉原重成

高架線を走る京浜線電車（新橋付近）

※「吉原」を「よしわら」と読み下した文献もあるが，本人の卒業論文の
英文表記などはすべて「YOSHIHARA」「よしはら」となっている。

て公費が支給され，さらにその翌年
には，ペンシルベニア州のウェスチン
グハウス社の技術員に転じて，電気
技術を実地に習得しました。その後，
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年までに東京～明石間を全線電化する
計画でスタートしましたが，関東大震
災の発生で工事は一時中断し，震災復
旧が優先されました。その後，1925（大
正14）年に東京電気事務所が設置され
て工事が再開され，同年末から東京
～国府津・横須賀間で電気運転が開始
されました。しかし，吉原はこれを待
つことなく，1924（大正13）年12月に
44歳の若さで鉄道省を退官しました。

 ▊電力政策への提言
　鉄道省を辞した吉原は，海外の電力
事情や電気鉄道を調査するために欧米
各国をまわり，帰国後の1926（昭和元）
年末に朝鮮総督府の嘱託となって，朝
鮮半島における電力資源の整備計画の
立案にあたりました。報告書の作成に
あたっては，総督府の担当部局から資
料提供を受けるとともに自ら現地に赴き，
1928（昭和3）年9月にはその概要をま
とめました。その後も，より詳細な調査を
進め，翌年11月に報告書の第1輯

しゅう

を提
出し，1931（昭和6）年までに第1輯～
第3輯と別巻を出版しました。その内
容は，鉄道のみならず，農業，工業，電気
化学工業，鉱山業，電灯電力など多方面
の調査を含み，水力発電，火力発電，潮
力発電や電力供給設備まで言及した体
系的な提言でした。その後，南満洲鉄道
からも同様の調査を委嘱され，南満洲
鉄道や南満洲電気の協力を得て，1931
（昭和6）年に報告書を提出しました。
　吉原は，1932（昭和7）年10月に七
日会という調査機関を発足させ，有識
者や嘱託員を集めて，国家的見地から

鉄道電化が必要であることを説いた
報告書をまとめました。報告は1933
（昭和8）年に小冊子にまとめられ，帝
国議会の議員に配布されて国政の場で
議論されましたが進展せず，提言のま
まで終わりました。この際の提言は，
1934（昭和9）年に『国家の重要政策上
より見たる鉄道電化』として出版され
ましたが，総論として「動力資源問題」
「電力問題」「重要製造工業」「失業防
止問題」と鉄道電化の関係について論
じ，建設費，経営費，財源などの経済
関係，経営関係について言及したうえ
で，「吾

われわれ

人は茲
ここ

に此
この

私案を提
ひっさ

げて，国
有鉄道電化の急務を絶叫し，其

その

確定案
作成の為

ため

に，当局は速
すみやか

に官民合同の一
大調査機関の設置，又は相当の方策を
講じ，此実現の一日も速かならん事を
企図せられんことを提唱するものであ
る。」と結びました。
　吉原は，1933（昭和8）年に大井川
電力の取締役になり，1935（昭和10）
年1月には三信鉄道社長に就任しまし
た。三信鉄道は，現在の飯田線三河川
合～天竜峡間を結ぶために設立された
地方鉄道で，天竜川沿いにトンネル
や橋梁

りょう

を連続させて建設され，「山の
地下鉄」と称されるほどでした。また，
天竜川水系の電源開発のための路線と
しての役割も担い，東邦電力，天竜川
電力（のち矢

やは ぎ

作水力に合併）が株主と
して出資していました。
　工事は1929（昭和4）年に着工して
いましたが，中央構造線に沿った複雑
な地形・地質に阻まれて難工事となり
ました。1937（昭和12）年8月20日に

は最後の区間となる大
おおぞれ

嵐～小
こ わ だ

和田間が
開業し，現在の飯田線豊橋～辰

たつの

野間の
延長195 .7kmが電気鉄道で結ばれま
した。しかし，吉原が関与した大井
川電力は配電統制で1939（昭和14）年
に日本発送電へ統合され，1943（昭和
18）年には三信鉄道も国に買収されて
現在の飯田線の一部区間となったため
それぞれの役職を辞したのち，1945
（昭和20）年9月12日に疎開先の軽井
沢で永眠しました。
　吉原は生涯を通じて鉄道電化の必要
性を訴え続けましたが，技術面だけで
はなく，財源や経済効果など，大所高
所の見地に基づいて理論的考察を加え
た点に大きな功績がありました。吉原
の生前に実現することのなかった東京
～神戸間の東海道本線全線電化は，後
輩の技術者たちによって継承され，戦
後の1956（昭和31）年にようやく達成
されました。
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